
特集

「
治
安
維
持
法
制
定
一
〇
〇
年
」

 │
│
そ
の
復
活
を
許
さ
な
い

　

◆
特
集
に
あ
た
っ
て

〈
本
特
集
企
画
の
趣
旨
〉

　

稀
代
の
悪
法
・
治
安
維
持
法
の
制
定
は
一
九
二
五
年
、
以
来
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇

年
で
あ
る
。
本
特
集
は
、
そ
の
節
目
に
お
け
る
治
安
維
持
法
の
特
集
で
は
あ
る
が
、

一
〇
〇
年
前
の
歴
史
を
回
顧
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
現
在
の
国
内
政
治

の
危
険
な
流
れ
を
検
証
す
る
素
材
と
し
て
、
治
安
維
持
法
制
定
の
歴
史
を
見
つ

め
直
し
て
、
そ
の
復
活
を
許
さ
な
い
と
す
る
決
意
の
企
画
で
あ
る
。

　

こ
の
悪
法
が
も
た
ら
し
た
悔
恨
の
歴
史
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

あ
の
戦
争
準
備
期
と
戦
時
に
お
け
る
国
内
治
安
法
体
制
は
、
今
形
を
変
え
て
着
々

と
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
す
で
に
、「
新
た
な
戦
前
で
あ
る
」、「
い

や
、
新
た
な
戦
中
で
は
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
さ
え
あ
る
。
本
特
集
の
全
て
の
論

稿
を
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
と
視
点
で
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

　

以
下
に
、
本
特
集
各
論
稿
の
理
解
の
た
め
に
、
治
安
維
持
法
の
概
要
を
記
し
て

お
き
た
い
。

〈
小
さ
く
生
ま
れ
て
大
き
く
育
っ
た
〉

　

治
安
維
持
法
制
定
の
一
九
二
五
年
当
時
は
、
政
党
政
治
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
高
揚
期
で
も
あ
っ
た
。
同
法
は
、
普
通
選
挙
法（
二
五
歳
以
上
の
男
子
に
納
税
資

格
要
件
な
く
選
挙
権
を
認
め
た
「
衆
議
院
議
員
選
挙
法
改
正
法
」）と
抱
き
合
わ
せ
で
成

立
し
た
。
全
七
か
条
の
第
一
条
が
、「
国
体
を
変
革
し
ま
た
は
私
有
財
產
制
度
を

否
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
社
を
組
織
し
ま
た
は
情
を
知
り
て
こ
れ
に
加

入
し
た
る
者
は
一
〇
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
禁
錮
に
処
す
」（
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
、
旧

字
体
は
改
め
た
）と
い
う
も
の
。
直
接
に
は
結
社
の
自
由
を
侵
害
す
る
治
安
立
法

で
あ
り
、
違
反
に
対
す
る
最
高
刑
は
懲
役
一
〇
年
で
あ
っ
た
。

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
治
安
維
持
法
は
、
た
ち
ま
ち
大
き
く
育
っ
た
。
一
九
二
八
年

に
は
緊
急
勅
令
で
「
改
正
」
さ
れ
、
最
高
刑
は
死
刑
と
な
り
、
構
成
要
件
曖
昧
な

「
目
的
遂
行
寄
与
罪
」
が
新
設
さ
れ
て
思
想
弾
圧
や
社
会
運
動
規
制
に
猛
威
を
振

る
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
完
成
形
と
な
っ
た
一
九
四
一
年
改
正
法
は
全
六
五

か
条
、
処
罰
範
囲
が
広
げ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
治
安
維
持
法
被
告
事
件
に
つ
い

て
は
二
審
制
と
な
り
、
指
定
弁
護
人
制
度
や
予
防
拘
禁
制
度
も
設
け
ら
れ
た
。
ま

た
、
検
面
調
書
に
対
す
る
特
別
の
証
拠
能
力
付
与
も
こ
の
と
き
に
始
ま
る
。

〈
侵
略
と
戦
争
を
支
え
た
〉

　

治
安
維
持
法
は
敗
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
一
〇
月
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
命
令
に
よ
っ
て
廃

止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
二
〇
年
間
を
天
皇
が
唱
導
す
る
聖
戦
遂
行
の
た
め
の

国
内
治
安
を
支
え
続
け
た
。
こ
の
二
〇
年
の
う
ち
の
一
九
三
一
年
以
後
は
、「
一
五

年
戦
争
」
の
全
期
間
と
重
な
る
。

　

こ
の
二
〇
年
間
に
同
法
違
反
で
送
検
さ
れ
た
者
の
総
数
七
万
五
六
八
一
名
。
そ

の
う
ち
、
起
訴
に
至
っ
た
者
六
五
五
〇
名
。
送
検
後
の
獄
死
者
一
六
八
二
名
。
治

安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
調
べ
で
は
、
特
高
警
察
に
よ
る
被
疑
者
段

階
で
の
虐
殺
死
者
九
三
名
で
あ
る
。
こ
の
累
々
た
る
犠
牲
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

〈
植
民
地
独
立
運
動
を
弾
圧
し
た
〉

　

当
時
の
植
民
地（
台
湾
・
朝
鮮
・
旧
満
州
）で
も
、
数
多
く
の
人
々
が
治
安
維
持
法

に
よ
る
弾
圧
の
対
象
と
さ
れ
た
。
植
民
地
独
立
運
動
の
目
的
が
、「
国
体
の
変
革
」

に
当
た
る
と
の
解
釈
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
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前
記
の
国
内
弾
圧
件
数
と
は
別
に
、
植
民
地
の
検
挙
者
は
延
べ
三
万
三
三
二
二

名
。
中
で
も
八
割
近
く
の
二
万
六
五
四
三
名
を
占
め
て
い
た
の
が
朝
鮮
で
あ
っ
た
。

治
安
維
持
法
適
用
の
第
一
号
検
挙
は
一
九
二
六
年
一
月
の
京
都
学
連
事
件
と
さ
れ

る
が
、
実
は
そ
れ
以
前
の
二
五
年
一
一
月
、
六
六
名
が
検
挙
さ
れ
た
第
一
次
朝
鮮

共
産
党
事
件
が
あ
る
。

　

国
内
で
は
治
安
維
持
法
に
よ
る
死
刑
判
決
は
出
て
い
な
い
が
、
朝
鮮
で
は
累
計

五
九
名
に
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
、
刑
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。
容
赦
の
な
い
苛
酷
な

弾
圧
で
あ
っ
た
。

〈
そ
の
他
の
国
内
治
安
法
〉

　

侵
略
と
戦
争
を
支
え
た
治
安
立
法
は
、
治
安
維
持
法
だ
け
で
は
な
い
。
天
皇
の

神
聖
性
の
擁
護
を
目
的
と
し
て
は
、
刑
法
に
大
逆
罪
と
不
敬
罪
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

言
論
弾
圧
法
と
し
て
、
治
安
警
察
法
、
新
聞
紙
法
、
出
版
法
が
あ
り
、
さ
ら
に
軍
機

保
護
法
、
国
防
保
安
法
、
軍
事
資
源
秘
密
保
護
法
等
も
、
大
き
く
働
い
た
。
一
九

三
六
年
に
は
、
転
向
者
を
対
象
に
、
思
想
犯
保
護
観
察
法
が
成
立
し
て
い
る
。

　

弾
圧
法
規
の
主
た
る
執
行
機
関
と
な
っ
た
の
が
、
特
別
高
等
警
察
・
憲
兵
で
あ

り
、
思
想
検
事
・
思
想
判
事
で
あ
っ
た
。
天
皇
の
官
僚
で
あ
る
内
務
省
と
司
法
省

と
裁
判
所
は
、
一
体
と
な
っ
て
思
想
弾
圧
に
精
励
し
た
。

〈
一
〇
〇
年
後
の
今
、
治
安
維
持
法
の
復
活
は
？
〉

　

加
害
・
被
害
両
面
の
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
誓
約
を
踏
ま
え
て
、
平

和
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
平
和
と
国
際
協
調
を
基
本
と
す
る
戦
後
民
主
主
義
体
制
が

構
築
さ
れ
た
。
戦
争
を
支
え
た
弾
圧
法
規
で
あ
る
治
安
維
持
法
の
復
活
な
ど
、
本

来
は
あ
り
得
な
い
。

　

し
か
し
、
戦
後
長
く
続
く
保
守
政
治
を
担
う
政
党
は
、
改
憲
を
党
是
と
し
、「
戦

後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」
と
並
べ
て
「
美
し
い
国
・
伝
統
の
日
本
」
を
取
り
戻

そ
う
と
さ
え
言
っ
て
い
る
。
そ
の
政
権
党
の
改
憲
策
動
と
並
行
し
て
、
次
々
と
以

下
の
よ
う
な
国
内
治
安
法
や
、
戦
争
へ
の
地
均
し
法
が
制
定
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

特
定
秘
密
保
護
法
、
安
全
保
障
法
制
、
共
謀
罪
諸
法
、
デ
ジ
タ
ル
監
視
法
、
重

要
土
地
規
制
法
、
経
済
安
全
保
障
推
進
法
、
経
済
秘
密
保
護
法
、
そ
し
て
現
在
審

議
中
の
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
法
案
等
々
。

〈
本
件
各
論
稿
の
紹
介
〉

１　
「
治
安
維
持
法
一
〇
〇
年
」
に
考
え
る
刑
法
と
戦
争　

内
田
博
文

　
「
治
安
維
持
法
制
定
一
〇
〇
年
」
を
振
り
返
り
、
治
安
・
軍
事
法
制
の
現
在
を
考

え
る
。

２　

歴
史
学
か
ら
問
う
治
安
維
持
法
と
天
皇
制
警
察　

大
日
方
純
夫

　

治
安
維
持
法
体
制
の
意
味
を
明
治
憲
法
下
の
天
皇
制
警
察
の
歴
史
展
開
の
な
か

で
考
察
す
る
。

３　
「
治
安
維
持
法
体
制
」
│
│
そ
の
構
造
と
蘇
生　

纐
纈
厚

　

特
高
警
察
、
憲
兵
と
結
託
し
た
「
治
安
維
持
法
体
制
」
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、

現
時
点
に
お
け
る
そ
の
事
実
上
の
蘇
生
を
指
摘
す
る
。

４　

治
安
維
持
法
に
よ
る
最
初
の
獄
死
者
、
伊
藤
千
代
子
に
寄
せ
て　

藤
田
廣
登

　

治
安
維
持
法
体
制
に
敢
然
と
抗
し
た
一
人
の
女
性
を
、
今
日
的
視
点
か
ら
照

射
す
る
。

５　
「
治
安
維
持
法
一
〇
〇
年
」
を
運
動
へ　

永
島
民
男

　

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
賠
同
盟
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

６　

現
代
の
治
安
法
制
と
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
の
課
題　

海
渡
雄
一

　

今
日
の
軍
事
・
治
安
法
制
の
動
向
を
踏
ま
え
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
の
課
題

と
方
策
を
探
る
。

７　

道
警
ヤ
ジ
裁
判
か
ら
見
え
る
現
代
の
治
安
政
策　

神
保
大
地

　

言
論
の
自
由
を
め
ぐ
る
裁
判
の
動
向
と
治
安
政
策
の
特
徴
に
つ
い
て
、
担
当

弁
護
士
が
考
え
る
。

〈
最
後
に
〉

　

治
安
維
持
法
が
想
定
し
た
主
た
る
弾
圧
対
象
は
、
日
本
共
産
党
で
は
あ
っ
た
が
、

同
法
違
反
の
検
挙
対
象
は
、
言
論
・
出
版
・
労
働
・
宗
教
・
学
術
・
教
育
・
文
芸
・

芸
術
・
法
曹
等
々
の
各
分
野
に
及
ん
だ
。
と
り
わ
け
、
人
権
擁
護
を
職
責
と
す
る

弁
護
士
自
身
が
苛
酷
な
弾
圧
を
受
け
、
資
格
剥
奪
に
ま
で
至
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

　

あ
ら
た
め
て
、
ナ
チ
ス
に
弾
圧
さ
れ
た
宗
教
者
ニ
ー
メ
ラ
ー
の
言
葉
を
胸
に
刻

み
た
い
。

　
「
ナ
チ
ス
が
共
産
主
義
者
を
連
れ
さ
っ
た
と
き
、
私
は
声
を
あ
げ
な
か
っ
た
。
私

は
共
産
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
か
ら
…
」
と
い
う
彼
の
悔
恨
を
再
び
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
。

 
（「
法
と
民
主
主
義
」
編
集
委
員
会　

澤
藤
統
一
郎
）
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